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摘要選択など「会計帳簿」メニューの入力方法を改善するために、関連プログラムの改修を行ないます。 

お客様の入力スタイルに合わせた設定が可能となりますので、どうぞご活用下さい。 

（2010 年 11 月 10 日リリース予定） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
摘要入力等のプログラム改修につきまして 

１ 改修が行われるメニュー 

仕訳日記帳ほか 

摘要設定 

個人設定（V） 

共通画面＜メニューバー＞ 

会計＜マスタ作成＞ 

会計＜会計帳簿＞ 

各画面の上部メニューバーに、〔個人設定〕

ボタンが追加されます。 

会計メニューの入力モード設定（摘要などの

検索時に有効）を行うことができます。 

〔P2～3〕 

[F12 表示順変更]キーが追加され、摘要の並

べ替えができるようになります。 

〔P4〕 

各入力メニューに「個人設定」、および「摘

要設定」の内容が反映され、入力作業が改善

されます。 

また、先頭文字のゼロがない場合において

も、科目、補助科目がコード選択できるよう

になります。（「0015」の場合「15」でも可） 

〔P5〕 

摘要テンプレート も同様です。 メンテナンス
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（1）入力モードの設定 

①  画面上部のメニューバー内〔個人設

定（V）〕をクリックします。 

 

 

 

 

どのメニューからでも起動ができます。 

 

②  
 
 
 
 
 
 
 
 

各項目の「入力モード」と「リスト

表示件数」を選択します。 

 

 

 

③  [F2 OK]をクリックします。 

既に会計帳簿の入力画面に入ってい

る場合は、一度メニューに入り直し

て下さい。 

 

 

設定内容は『ログインユーザー』（＝利用

者）ごとに保存されます。 

同ユーザーでログインした場合は、端末、会

社データを問わず、同じ設定内容が反映さ

れます。 

 
 
 
 
 

２ 入力モードの設定（個人設定） 
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個人設定の初期設定値は以下のとおりです。 

検索項目 入力モード リスト表示件数  ～入力モードについて～ 

勘定科目 半角英数 10  【全角かな】・・・名称で検索する場合 

補助科目 半角英数 10 KA と打つと「か」 (IME＝ひらがな) 

摘要 半角 ｶﾅ 10  【半角カナ】・・・フリガナで検索する場合 

取引先 半角 ｶﾅ 10 KA と打つと「ｶ」  (IME＝半角カタカナ) 

消費税 半角英数 10  【半角英数】・・・ローマ字、コード(数字)で検索する場合 

部門 半角英数 10 KA と打つと「ka」 (IME＝直接入力) 

    

（2）各項目について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索項目 
仕訳を入力する際にドロップダウンリストによる選択、検索キーによる入力を

行う項目です。 

② 入力モード 
検索項目にカーソルが移動した際に起動する日本語入力システム（Microsoft 

IME）の入力モードを【全角かな】【半角カナ】【半角英数】より選択します。

③ リスト表示件数 
検索項目でドロップダウンリストを開いたときに表示される項目の表示件数

を【３～２０】より選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     初期設定値と入力モード 
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(1)  摘要設定を開き[F12 表示順変更]を

クリックします。 

 

 

メンテナンス「摘要テンプレート」でも同様の

操作が可能です。 

(2)  
 
 
 
 
 
 
 
 

並べ替えをしたい摘要にカーソルが

ある状態で、矢印ボタンをクリック

して順番を調整します。 

(3)  [F2 OK]をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

３ 摘要の並べ替え（摘要設定・摘要テンプレート） 

     項目クリックによる並べ替え 
表示順変更ダイアログのヘッダー項目（コ

ード、摘要名、カナ検索、ローマ字検索）を

クリックすると、各項目の昇順・降順に並

べ替えが行われます。 
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改善点①＜⼊⼒モードの選択・固定＞ 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４ 入力方法の改善点（仕訳日記帳ほか） 

例：〔個人設定〕の入力モードにて、 

『補助科目＝半角英数』 

『摘要＝半角カナ』 と設定している場合…。 

〔個人設定〕で、あらかじめ各検索項目の『入力モード』

を設定しておきます。（P2～3） 

設定された『入力モード』は仕訳日記帳等で、摘要や科

目を選択する際に有効になります。 

 

これにより、摘要等を文字で絞り込む場合に都度入力モ

ードの変換をする必要がなくなります。 

摘要欄では「半角カナ」に、補助科目欄では「半角英数」に入力モード

が切り替わります。 

マスタに設定されているフリガナやローマ字、コード番号に応じて、一

番簡単な入力モードを〔個人設定〕で設定しておくことで、仕訳入力が

スムーズに行えるようになります。 
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改善点②＜検索リストの拡⼤・並べ換え＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：〔個人設定〕のリスト表示件数にて、 

『摘要＝２０』 と設定している場合…。 

〔個人設定〕で、あらかじめ各検索項目の『リスト表示

件数』を設定しておきます。（P2～3） 

また、〔摘要設定〕で、摘要の並び順を変更します。（P4）

 

これにより、摘要等をドロップダウンで選択する場合の

操作が改善されます。 

ドロップダウンボタン（▼）、もしくは[F4]キーをクリックして表示さ

れる摘要の候補数が「２０」になります。また、その並びは摘要設定で

変更(※)した順番になります。20 件を超える摘要は、スクロール表示を

して選択します。 

よく使用する摘要を上位に登録しておくことで、ドロップダウン→選択

の作業が簡単に行えるようになります。 

※並び順の変更は、摘要のみ可能
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改善点③＜科⽬コードの先頭ゼロ⼊⼒の除外＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

2010 年 11 月 5 日 

株式会社エヌエムシイ サポートセンター 

勘定科目と補助科目について、コード入力時にゼロ入力が不要になります。 

これにより、科目をコード入力する場合の操作が改善されます。 

 

 例：補助科目コード「0015」を選択する場合に必要な入力文字  

従来…0015  

改善…15  (先頭の 00 がない場合でも、その補助科目コードを認識します) 

補助科目に「15」と入力してエンター(改行)をすると、コード「0015」

の補助科目が選択されます。 


